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色とりどりの落ち葉、どんぐり、松ぼっくりなど、子ども達も自然と触れ合う中で、秋の深まりを感じ

ています。朝の冷え込みから、厚着で登園する子も増えてきましたが、まだ日中の活動時には意外と汗を

かいて過ごしています｡朝晩と日中の気温差が大きいため、気温に合わせて衣服を調整出来るよう、上着や

着替えの調整をお願い致します。 

今月号では、感染の起こり方や寒くなってくると多くなる感染症についてお知らせ致します｡ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

てらやほけんだより 

感染性胃腸炎 

原因：ウイルス感染の場合が多いです。寒い冬の季節は、
特にノロウイルスやロタウイルス、アデノウイルス感染
が多くなるようです。主に経口、飛沫感染ですが、一番
多いとされる感染経路は、これらのウイルスに感染した
人からの“吐物や便などの排泄物”からうつる二次感染の
ケースです。 
症状：突然吐くことで始まり、何度も繰り返すうち、少し
遅れて下痢が始まります。熱がでたり、鼻水やせきなど
風邪の様な症状が出ることもあります。吐き気は初めの
２～３日くらいまでにおさまり、下痢も１週間くらいで
よくなることが多いようです。ロタウイルスに感染の場
合は、便が白っぽくなることもあります。 
対応：激しい下痢が続くので、イオン飲料や湯冷ましな
どで十分に水分補給をし、脱水症状にならないようにし
ます。症状は、約 1週間で治まってきます。 

風邪のウイルスは、感染してい
る人のせきやくしゃみ、会話の際
のしぶき（飛沫）と共に飛び散り
ます。また、唾液や鼻水の中にも
多く存在しています。ウイルスを
含むしぶきを吸い込んだり、ウイ
ルスのついた手を介して目や鼻、
口からウイルスが体内に入ったり
することで感染します。 

だいじょうぶ？鼻水・鼻づまり 

鼻水や鼻づまりを放っておくと、 

鼻やのどの粘膜が炎症を起こし、 
ほかの病気の原因になることも 
あります。鼻水・鼻づまりが気になった
ら、早めに病院を受診しましょう。そし
て家庭では、鼻水が出たらふく、鼻がつ
まったらかむ、という生活習慣が身につ
くよう、繰り返し伝えていきましょう。 

せきがひどい 

咳にはいろいろな原因が 
あり、激しく咳こむ、ゼ 
イゼイしている、鼻水・くしゃみを
伴う等さまざまです。それぞれ症状
に応じて、薬も違います。早期に病
院受診し、適切な治療を受けましょ
う。 

  この他にも、溶連菌感染症や RS ウイルス感染症等、感染症は
たくさんあり、今回お知らせしたものは、代表的な感染症の一つ
です。保育園は集団生活の場です。お子様の体調を最優先に、早
期にご連絡・受診をお願いすることがあります。その際には、ご
協力をよろしくお願いします。お子様が十分に静養され、元気に
なって登園していただけますように、体調管理を十分に気をつけ
て過ごしましょう。 

 




